


•塚本真也

•地方創生 x ITをテーマに地域起こし協力隊活動中

•1971東京生まれ → 1993IT企業就職 → 2006パラグアイ
へ→ 2008上海へ→2012ルワンダへ→2015ジャカルタへ
→2020南相馬市へ（活動開始2年8カ月経過）



ITを活用した少子高齢化・人口減少社会の課題解決

地域にデジタル人材を増やす

地域のデジタル人材を育成する

デジタル人材と地域の課題を結びつける

デジタルを活用した課題解決ビジネスが地域に根付く

ミッション



代表プロフィール

塚本真也
Next Commons Lab 南相馬メンバー ローカルシステムエンジニアプロジェクト

南相馬市 CIO補佐官（DX推進アドバイザー）

主な経歴

●東京都目黒区出身
●1993年 法学部卒
●1993年 都内IT企業入社
●1996年 フリーランスのITエンジニアへ転身、商業施設向けシステム開発販売
●2001年 SaaS開発会社の取締役兼システム部長として製品開発を主導
●2006年 パラグアイにて青年海外協力隊活動へ参加（職業訓練学校）
●2008年 前職へ復職、子会社の立ち上げで上海へ赴任
●2012年 ルワンダにて青年海外協力隊活動へ参加（国家警察本部）
●2015年 インドネシアの日系ファイナンス企業にて IT部門のシニアマネージャとして勤務
●2020年 NCL南相馬（起業型地域おこし協力隊）着任、株式会社小高テック工房設立

スキル / 経験
●ITコンサルティング、DX、ITガバナンス、情報セキュリティ、エンジニア組織構築、グローバ
ルコミュニケーション
●DXアドバイザー検定「スペシャリスト」 (一般社団法人中小企業個人情報セキュリティー推進協会)



地元商店デジタルマーケティング支援事業

小高でとうがらし栽培の6次産

業を手掛ける小高工房様のデ
ジタルマーケティングサ
ポート事業

2020年9月～



IT企業・人材誘致事業

IT企業の南相馬拠点開設
支援、シェアオフィス・
コワーキングスペースの
運営事業

2020年10月～



WEBサイト制作事業

地元企業・団体向けWEB
サイト制作事業
2020年11月～



ITコンサルティング事業

リモートワークを中心と
した国外企業向けITコン
サルティング事業

2021年1月～



まちのIT屋さん事業

地域のITなんでも相
談事業

購入相談、設置代行、
トラブル対応等

2021年8月～



SIer集積 / ITエンジニア移住促進事業提案

南相馬市役所との協業に
よる、地域へのSIer集積・
ITエンジニアの移住促進
を目的とした事業を提案
中（総務省L5G導入計画策
定支援の実施）

2022年2月～



令和4年度中のパイロッ
ティングプロジェクトの
実施を検討・提案予定

2022年5月～

SIer集積 / ITエンジニア移住促進事業提案



相双地区高等学校向けICT支援員

GIGAスクール構想に基づいた
福島県による高等学校のICT教
育支援員制度への参加を契機に、
地域のIT人材の創出に繋げる取
り組みを開始。2022年5月～

（南相馬市IT関係者有志により
相双地区高等学校を分担して担
当）訪問校：

小高産業技術高校

（相馬支援高校）

（原町高校）

（相馬農業高校）

（相馬高校）

（相馬総合高校）

文部科学省WEBサイト
https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf



中小企業向け講演

南相馬市の中小企業様向けに
「中小企業が取り組むべきDX
とは」講演を開催。

2022年6月



要介護などケアを必要とする市民
のワクチン接種・介護状況・災害
避難・消防救急の対応履歴等を医
師・介護士・行政・ケアマネ等の
専門家間で適切に共有する仕組み
を南相馬市や近隣行政に提案中
（IIJ電子＠連絡帳）

2022年7月～

資料提供
株式会社インターネットイニシアティブ

地域の福祉情報共有システムの提案



南相馬市 CIO補佐官 受嘱

南相馬市のCIO補佐官（DX推進
アドバイザー）を受嘱。

2022年9月

南相馬市WEBサイト
https://www.city.minamisoma.lg.jp/portal/sections/11/1110/11103/1/topics/19408.html



その他

市民向けデジタル相談会を開催（原町NARU）

2022年9月

おだか秋祭りでドローンを使ったUFOキャッ
チャーを出店（小高工房）2022年10月



未来を予測する最良の方法
は、未来を創り出すことだ

エイブラハム・リンカーン



hbkmmmのゲーム紹介



自己紹介

名前 松村 響 学年 高校一年生

年齢 16歳

部活動 数科学部

好きなゲーム ポケットモンスター

スーパーマリオ



ゲームを作ろうと思ったきっかけ

ゲーム作ってみたら？



僕の先生

名前

森山 貴士さん
(もりりん)



ゲーム紹介







Scratchでの会話









↑
僕の弟子さんに作ってもらった





他にも

C++



Scratch

ID hbkmmm



一般社団法人オムスビ
コミュニティ構築について

2022年5月22日更新



自己紹介

森 山 貴 士

一般社団法人オムスビ 代表理事

年齢: 35

移住: 2014〜(移住当時は27歳)

出身: 大阪府大阪市

前職: ソフトウェア会社のITエンジニア



地域社会を豊かにするためには、

人を育て、多様な人材を集めて組織化し、

地域の"経営資源"を総結集することが重要だと考えています。

経営能力や技術力を高める

自分たちのできることを増やす01

スタッフとしての仲間、

協働相手としての仲間

仲間を集める02

地域資源を総動員して描ける姿をみなが

ら、今できることをする

仲間と一緒にできることを増やす03

地域の経営資源を高め、
まちを豊かに。

私たちのミッション



次世代の
種をまく

プログラミング、
課題解決の教育



未来の
可能性を示す



未来の
可能性を示す



試作する

キッチンカー

まずニーズのありそうなこと、や

ってみたいことをを試してみる。

「地域にカフェが欲しい」という

ニーズを最小要件で試作



参加
してもらう

ソーラーライト

コーヒーと一緒にソーラーライト

を買ってもらい、街に明かりを増

やしていくキャンペーン。

150本のソーラーライトを設置し
た。



少しずつ
育てる

カフェの店舗化

キッチンカーを店舗に。有償でス

タッフを雇用しても継続できる

売上をつくる



参加
してもらう

いろんなイベント

老若男女、いろんな人と主催・参

加してもらうイベント



福島県南相馬市小高区について

人口: 約3,800

名

帰還率: 約30%

高齢化率: 約50%

原発災害の旧避難地域

2016年に避難指示解除

まちの存続の危機
アイデンティティの喪失

仕事と雇用



試作する

おむすびマルシェ

スーパーがなくても、選ぶ楽しさ

がたまにあれば面白いのではとい

うことで考えた青空市。



面で機能させ、
賑わいをつくる

まちなか菜園

点で機能しはじめた小高を、

面でつなぐ。

人を外に出し、賑わいをつくる



ちゃんと
稼ぐしくみ
を目指す

小高街バル

おだかのイルミネーションという

資産を使い、地域でお金を稼げる

ように



技術を磨き
地域のものを
よりよくする

IT事業の安定と拡大

地域の中でできるIT関連の仕事を
増やす。



小さい市場規模

人口3,000人の街のマーケットはとても小さい。

一握りのリーダーと、偏りのある経営資源。

外貨を稼ぎに売ってでるとしても、外の市場で戦っていく競争優位性がない

地域を良くするために必要な能力と

実際にできることの乖離がある

乏しい経営資源

不確実性の高さ

先行きが見えない、どうなるかわからない

私たちが向き合っている課題



自分自身の無力と向き合いながら、

それでも状況を前に進めたいという人たちで

少しずつ組織化していったのが現在のコミュニティ

チャレンジしながら自分の能力を高められる

自分の能力を高められる01

志を同じくする仲間や、自分と違う資源をもったビジネスパートナーとの出会い

仲間を増やせる02

人・モノ・カネ・情報の経営資源が集まり、より大きな課題解決へ取り組める

資源が集まり、より大きなことができる03

地域社会に対して何もできない辛さや絶望

「こんなはずじゃなかった」と言わなくていい社会

私たちの取り組んできた「対処すべき痛み」



コミュニティ
デザイン

デジタル
マーケティングと
プロデュース

地域のDX推進
IT人材育成

私たちの強みと具体的な事業について

企画構想
マーケティングの知見

デジタル技術
クリエイティブ

継続し、少しずつでも
人と人をつなげていく

泥臭さ



aosubashi アオスバシ

面積: 約280㎡

駅徒歩: 約4分

築年数: 40年

駅前にあった店舗

「青葉寿司」の

リノベーションプロジェクト



aosubashi でやりたいこと

非日常のこと、ヨソモノがやっていること から、

今住んでいる地域住民の日常に「豊かさ」を



aosubashi の工事風景

参加してもらいな

がらつくりあげる

3歳-72歳まで

プロから学生まで

さまざまな人に参

加してもらう



クッキーようかん

地域の風土を感じられるお土産品

地元老舗菓子屋と共同開発



地域プロデュース、マーケティングの支援活動

WEB制作・運用

クラファン支援

SNS運用、ライティング

などなど・・試行錯誤中なのでそんな偉そ

うなことは言えないです.

地域にある地域資源を、

より磨いていく


